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町 的 の 告 森 ネ

『豊ふセ残」員去 ～ こつ ャ` て ざ■らつ の お頑 し`

このたびの 「塁ネ蛇活」に`1、あとりにも共さを賞球のため

すきを失ってヽ本い辞(た。そくな,イ(た力々におはやみと

,(上 げるごどもに技賞さイヽた地式の時怒に|じよりおえ弁い

や 上ヽげ手す。

地8、 町内の時禅Aび 妖キ杏より 「魚去谷」の提会があり、

た虫町白拷谷苫(てなホヘど共同f強 去谷」の撃谷港均 ま

建め、表賞出のな家に食二てていたださえヽ`ど武史いた さヽ

(た。

すfに さまざとな撃谷港ウも行わイ(ていますのておわさイ(

ているうもおウイ(みご思いとすが、 ど うぞよう くヽお療ヤヽ衣

(手す。

など、球温か,お瑛かり(4ヽ た 昭轍距容」`1日本ホ十手

荘へ奪托 (、次日 「淀虫町だより」にてざ張ネさせて、ヽただ

さます。
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主張町白降へ

容よ   光 対 残楽

主張町扶卒杏

ぺな谷去  ttF を 司


